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主要国のウラン濃縮工場

注)SW∪は、分離作業単位 (Seoarati∨ e
必要となる仕事量の単位。

Work∪ nit)の略。ウランを濃縮する際に、

出所 :「原子カポケットブック」ほか

設置者 (国名) 濃 縮 法 工場所在地 規 模

DO巨
(アメリカ) ガス拡散法

ポーツマス
ノヽデューカ

2工場合計     |
約19,200tSW∪ /年 |

ユTロディフ
(フランス等 5カ国) ガス拡散法 トリカスタン

(フランス) 約10,800tSW∪ /年

ウレンコ
(イギリス・オランダ・ドイッ) 遠lb分離法

カーベンハースト
(イギリス)

アリレメロ
(オランダ)

グロナウ
(ドイツ)

約1,000tSW∪ /年

約1,050tSW∪ /年

約530tSW∪ /年
1,000tSW∪ /年まで
拡張予定

動力炉・核燃料開発事業団
(日  本) 遠lb分離法 岡山県人形峠 200tSW∪ /年

原型プラント

日本原燃株式会社
(日  本) 遠心分離法 青森県六ヶ所村

600tSW∪ /年
逐次増設し、最終的には
約1500tSW∪ /年 |こする予定



主要国の再処理工場
運転中

BNFL
(イギリス原子燃料会社)

セラフィールド
(B205)
(THORP)

天然ウラン1,500t∪/年
濃縮ウラン1,200t∪/年

フランス COCEMA
(フランス核燃料公社)

マルクール
(∪Pl) 天然ウラン 400t∪/年

ラ・アーグ
(∪ P2-800)
(∪ P3)

濃縮ウラン 800t∪/年
濃縮ウラン 800t∪/年

動力炉・核燃料開発事業団 濃縮ウラン o。アt∪/日

建設中

濃縮ウラン
800t∪/年

出所 :「原子カポケットフック」ほか
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:認

るヽ発生状況・連絡等時系列

信ヽ号を確認)
1を当直長に報告
aヽ液位変動なし
證えいと判断)

aゞ液位の継続監視
20:16
20:16
20:16

20:17
20:30り薫
20:35

‖:露 言難ま:藝仄蛉衆鷹調にれいつで酪…讐暑昌:|[[言[軍[[彙手]:誌話F状況報告
Pl課長から所長へ連絡

掌輩褒貯整覇擢曇級ぴ状況確認し、
福罪置長積季勇婆量冨策異へ第1報 (分室より)

20:43頃
 禁軽質理マ奪蓄翻舅雲{計

報 (分室より)

::::: 暫暮署防厚貢菫護宇葎嚢両
へ第 1報 (分室より)

20:50 県よりもんじゅサィトに向かう旨連絡あり

:l::: 着野買警袋響ン婁曇獣讐笙弄繕:鏃部へ連囃争(分室より)
脚 頃

『 昔讐菫基
もんじゅ緊対室へ原子炉手動 トリップに移行

本羅婁曇乖賃貢量基%力こ移行する旨状況報告
本社動開本部副本部長へ連絡

21:57 市よりもんじゅサィトに向かう旨連絡あり
22:10 プレス発表
22:10 県職員 現地到着

静‖藁鱒ポ匁FAX

号の埋勁日を

aヾ液位の継続監視
を当直長に報告した

1330°C)

打始
:ド レン弁開
巻生気室調系停止
r)

21:12
21:13
21:15
21:20
21:20
21:25

16



発 生 状 況

12月 8日

19:47「 IHX C 2次側出回Na温度高」
警報発報

19:47 火災報知器作動
2次主冷却系Cループ配管室
:A-446(他 1箇所、総計2箇所)

19:48「C 2次主冷却系Na漏えい」警報発報 (2箇所)
19:48-19:57

火災報知器作動 (計 14箇所)

20:28-20:49
火災報知器作動 (計50箇所、以降略)

21:10 Na漏えい発報 (8日中に計6箇所)

2次系ナトリウム漏えい事故に
'

プラント主要操作・賜

19:48 運転員 (3名)が、現場確認に向考
(配管室扉(A-446)で煙の発生を確認し
中央制御室に簡単に連絡)
(現場制御盤(A-512)に到着しNa漏えt

19:58 運転員が中央制御室に戻り現場状浙
19:58 2次系 C蒸発器及びオーハ′―フロータンクの

(ノ
jヽ

20:00 出力降下操作開始
2次系C蒸発器及びオーハ́―フロータンクのi

<制御棒挿入操作等停止操作へ>

20:50巌 、再― に向う
頃 配管室の白煙の増加とNa漏えい信
確認し、中央制御室に連絡

21:00 2次系C蒸発器及びオーハ・―フロータンクの:

頃 運転員は中央制御室に戻り現場状況
(中漏えい手順に移行)

21:15発電機解列
21:20 原子炉手動 トリップ

22:27 ドレン操作に向けて温度降下中 (維

22:40 2次主冷却系Cループ ドレン操作号
22:55 2次主冷却系Cループ ドレン開始
23:13 2次主冷却系Cループ 配管室蒸気」
(00:15 2次主冷却系Cループ ドレン完1


